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《治療薬》核酸アナログ製剤(内服) 

《治療薬》肝炎経口薬(インターフェロンフリー内服治療) 

B型肝炎ウイルスの複製を阻害することで、ウイルスの増殖を抑えます。治療効果は

高く、副作用が少ない治療です。直接薬の力で HBV の増殖を抑えて肝炎を沈静化さ

せます。 

当院の内科・消化器科医師が担当します 
詳しくは１階医事課受付にお尋ねください 

ハーボニー配合錠 

B 型・Ｃ型慢性肝炎 

C 型肝炎ウイルスが増殖するときに必要なタンパク質などに直接作用して、ウイルス

の排除が期待できます。 

マヴィレット配合錠 

1 日 1回１錠、計 12週間服用します。 

C 型肝炎ウイルスが増殖する際に必要となる核酸という物質が作られるのを阻害す

ることにより、C 型肝炎ウイルスの増殖を抑制します。「レジパスビル」と「ソホ

スブビル」という 2種類の薬効成分が入った配合剤になります。 

1 日 1回、計 8週間服用します。 

服用期間は、C型慢性肝炎の前治療歴などにより異なります。また、腎機能が低い

方でも服用することができ、高い治療効果を示すと言われています。     

当院には、肝炎医療コーディネーターが 

複数名在籍しております。お気軽にご相談ください！ 

 

 

B型肝炎と C型肝炎では、原因となるウイルスは異なりますが、どちらも感染すると急

性疾患や慢性疾患を発症することがあり、肝硬変や肝細胞がんへ進行することがありま

す。感染者の血液や体液が、皮膚や粘膜などに付着することにより感染します。 

B 型肝炎ウイルスは、ワクチンを接種することにより予防可能です。持続感染の場合

は、ウイルスを体から排除することはほぼ不可能ですが、薬によりウイルス量を低下さ

せて抑え込むことが可能です。持続感染は、幼児期などの免疫力が低い時期に感染した

場合にウイルスを排除する能力が弱く、多くおこります。また、母子感染することがあ

りますが、現在では防止策がとられているのでほとんど起きていません。 

C 型肝炎ウイルスは、自然に治ることはほとんどない感染症ですが、投薬により治療で

きます。 

Ｂ型肝炎 

C型肝炎 


